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岐阜県東部の2，3の更新世火山岩類の自然残留磁気について

丹治　耕吉＊　山田　直利＊＊　斉藤　友三郎＊
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　　　　　　　　Kokichi　TANJI，Naotoshi　YAMADA

　　　　　　　　　　and　Tomosaburo　SAITo

A恥s鳶餓c宣

　　　Density，magnetic　susceptibility　and　natural　remanent　magnetization（NRM）＆re

measured　on　sixteen　volcanic　rock　specimens　collected盒om丘ve　outcrops　in　the　eastem　part　of

Gifh　Prefセcture．Results　are　shown　in　Tables2－3and　Figs，2－3in　the　text，

　　　Daciticweldedtu任s（Nos．1－4），whicharegeologicallyassumedtobeMiddlePleistocene

in翫ge　and　dated　as　O．63±0．25m．y．by　K－Ar　method　on　the　biotite，show　the　NRM　of　the

northeast　declination（31－50。E）＆nd　the　downward　inclination（52－600）．Accordingly，they

seem　to　have　been｛brmcd　in　the　carlier　stagc　ofthe　Brunhes　normal　epoch．

　　　Andesitic　welded　tu館（Nos．7－9），underlying　the　above　dacitic　welded　tuf驚with　a

markedgap，show　theNRMofreversed　po1乱rity，andseemtohave　beenfbrmedinsome　period

ofthe　Matuy＆ma　reversed　epoch．

　　　Basalt　lavas（Nos．10－16），which　are　assumed　to　be　somewhat　older　than　the　above

welded　tu館，and　dated　to　be　younger　than　Ll　m．y．by　whole－rock　K－Ar　method，show　the

NR，M　ofreversed　po1我rity，and　probably　belong　to　the　Matuyama　reversed　epoch．

1。まえがき

　岐阜県東部の，いわゆる乗鞍火山帯に属する諸火山の

山麓部には，これら火山体よりはやや古い時代（更新世

の比較的初期あるいは鮮新世の末期）に生成したといわ

れている各種の火山岩類が分布している．その1つは，
　　　　　　　　　　　　　　　たから焼岳および乗鞍岳の西方に分布する高原火山岩類（野沢

・礒見，19571岐阜県，1970など）であり，他の1

つは，御岳山西方および南方に分布する上野玄武岩

（SAMEsHIMA，1955など）およびその類似岩である．

　高原火山岩類はデイサイト質一安山岩質の火砕流堆積

物からなり，その大部分は溶結凝灰岩である．一方，上

野玄武岩とよばれるものは，かんらん石玄武岩および普

通輝石かんらん石玄武岩の溶岩が主体である．

　これら火山岩類の時代・層序・産状等については，未

知の部分が多い、時代決定には，化石にたよることは困

難で，同位体・古地磁気などの物理的方法が必要であ

る．

　著者の1人山田は，岐阜県下の地質図幅調査や活断層

調査に従事する過程で，上記の火山岩類を観察・採取す

る機会があり，採取試料の一部については技術部柴田賢

技官をわずらわしてK－Ar年代測定を実施した（柴田・

＊物理探査部

＊＊地　質　部

山田，1977）・本論文では，同岩類の磁性，とくに自然残

留磁気の測定結果を報告し，上記の同位体年代資料とあ

わせて，その生成年代を推定したい．

　定方位試料の採取は山田が，磁性の測定と計算は丹治

がおこない，斉藤は全般の作業について助言・協力し

た．試料採取には，地質部河田清雄技官，岐阜大学教育

学部地学教室の小井土由光氏，岐阜県古川中学校の打江

進氏，京都大学理学部地質学鉱物学教室の原山智氏，ア

ジア航測株式会社の加藤芳郎氏および濃飛流紋岩団体研

究グループの各位の協力を頂いた．地質部小野晃司技官

は原稿を読んで有益な批判・助言を与えられた．これら

の方々にあつく御礼申上げる．

2。　測定試料の産状と記載

測定した岩石試料は，前後3回にわたって岐阜県東部

で採取した合計16個の火山岩類である．採取地点のおお

よその位置を第1図に，そのくわしい資料を第1表に示

した．これらの図表に示されるように，採取地点は，北
　　　に　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　さか

から，丹生川（2カ所），高山・小坂および坂下の5カ所

である．

　採取した岩石は，デイサイト質および安山岩質の溶結

凝灰岩（高原火山岩類）と，玄武岩溶岩（上野玄武岩）

とに大別される．以下にこれら採取試料の産状・岩質に

っいてのべる．

　2・1　デイサイト質溶結凝灰岩
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第1図　岐阜県東部における第四紀火山岩類の分布
　　　と測定試料採取地点（Nos。1－16）

　　　Distribution　of　the　Qμatemary　volcanic

　　　rocks　in　the　eastem　part　of　Gfu　Prefbcture

　　　and　sample　localities（Nos。1－16）．

高原火山岩類とよばれる更新世の火砕流堆積物の一部

である。同岩類は，最近の研究により，おおまかに上下

2つに区分されており，上部が高山盆地で岩滝軽石流堆

積物（松本盆地団体研究グループ・高山第四紀団体研究
　　　　　　　　　　　　そみたからグループ1），1973），高原川流域で上宝火砕流堆積物（金

子ほか，1976）とよばれている．これらは，黒雲母デイ

サイト組成の溶結凝灰岩（マ部では非溶結）からなり，

同岩類の下部を占める安山岩質の火砕流堆積物（金子ほ

かによる丹生川火砕流堆積物）の上に，顕著な侵食境界

面をもって重なっている（金子ほか，1976）・

　本岩の地質時代に関しては，高山盆地の第四紀堆積層

との層序関係，松本盆地の第四系との対比・および自然

残留磁気が正常磁化であること（ただし，測定値は示さ

ねていない）から，更新世中期と考えられている（松本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　なまい。高山団研，1973）・柴田・山田（1977）は，高山市生井

砕石場のデイサイト質溶結凝灰岩中の斑晶の黒雲母を分

離し，そのK－Ar年代が0・63土0・25m・y・であることを

明らかにした．この値は，上記の地質学的推定を裏付け

るものであった．

　高山市生井採石場の溶結凝灰岩（NQS・1－4）

　高さ30mに達する見事な柱状節理を示す露頭で，全体

として1枚のcooling　unitに属する．黒いガラス質レン

ズに富み，その平行配列がつくる葉理面はほとんど水平

である．岩石はきわめて新鮮で，孔隙はほとんどない．

斑晶鉱物は，斜長石（アンデシン）・石英・黒雲母およ

び少量の磁鉄鉱からなる．マトリックスは，ガラス片，

結晶片およびその他の微粒物質からなり，溶結によるガ

ラス片の変形はあまり著しくない．本岩中には石質岩片

として径1－2cm程度の粘板岩・チャート・安山岩など

の細礫が普遍的に含まれている．磁性の測定をおこなっ

たのは，この採石場の露頭から任意に採取した4個の標

本である．

　なお，この採石場の露頭の最下部は非溶結のルーズな

凝灰岩であり，そのさらに下位には，高原火山岩類の下

部層に相当する安山岩質の溶結凝灰岩（松本・高山団研

による上野溶結凝灰岩）がわずかに露出しているが，こ

の岩石は若干変質しているため磁性の測定には適してい

ない．

　　　　あらき　丹生川村荒城川林道の溶結凝灰岩（Nos・5－6）

　荒城川上流の林道ぞいの露頭（海抜1250m付近）で

は，デイサイト質溶結凝灰岩の基底部に近い岩相と，そ

れと下位の安山岩質溶結凝灰岩との境界部が，ほとんど

連続的に観察できる．すなわち，ほぼ水平の葉理面を示

す安山岩質溶結凝灰岩の上に，西方へ約200傾斜する不

1）以下・松本・高山団研と略称する．
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岐阜県東部の2，3の更新世火山岩類の自然残留磁気について（丹治耕吉・山田直利・斉藤友三郎）

第1表 測定試料の採取位置

List　of　sample　Iocalities

試　料　No．

（1》74032901

（2）75081402－A

（3）75081402－B

（4）75081402－C

（5）75091512－A

（6）75091512－B

（7）75091511－A

（8）75091511－B

（9）75091511－C

（10）74031305

（11）75081403－A

（12）75081403－B

（13）75081403－C

（14）75091302－A

（15）75091302－B

（16）75091302－C

岩　　石　　名

デイサイト質溶結凝灰岩

デイサイト質溶結凝灰岩

安山岩質溶結凝灰岩

玄　武　岩　溶　岩

玄　武　岩　溶　岩

地 名

岐阜県高山市滝町生井採石場（高山）

岐阜県吉城郡丹生川村荒城川林道（船津）

岐阜県吉城郡丹生川村荒城川林道（船津）

岐阜県恵那郡坂下町小野沢（付知）

岐阜県益田郡小坂町オコズリ谷林道（御岳山）

緯　度

36Q8．1’

36。12．3，

36。12．2ノ

35。35．9’

35。57．8ノ

経　度

137。21．2’

137。26．6’

137026．6ノ

137。28．7ノ

137。21．6’

（）内は5万分の1地形図名

連続面（侵食面）を境として，厚さ約10cmのvitrophyre

zone（黒色のガラス質帯）が発達し，それより上位に・

非～弱溶結帯（厚さ5m前後）を経て硬い溶結凝灰岩へ

うつり変わっている．採取試料のうち，Aは，デイサイ

トの基底部から約8m上位の岩石，Bはそれよりもさら

に約15m上位の岩石で，いずれも溶結凝灰岩であるが，

Aは暗灰色，Bは淡灰色の色調を呈している．このちが

いは，Aに比べてBの方が脱ガラス化作用がより進行し

ていることに対応するらしい．

　鉱物組合せなどは，生井採石場のものとまったく同じ

であるが，溶結度はきわめて高い（扁平化したガラス片

が平行配列している）・石質岩片は径2cm程度のものが多

く，岩質は安山岩・流紋岩（変質）・砂岩・粘板岩など

である．

　2．2　安山岩質溶結凝灰岩

　測定試料（N・s・7－9）は，金子ほか（1976）により丹

生川火砕流堆積物とよばれたものに相当する．採取地点

は，荒城川林道にそう海抜約1，180mの露頭で，上記の

デイサイト質溶結凝灰岩との境界面から約70m下位の部

分である．暗灰色を呈し，黒色のガラス質レンズに富

み，葉理面の方向はE－W，15。Sである．斑晶鉱物は，

斜長石（ラブラドライトーアンデシン）・斜方輝石・単

斜輝石および磁鉄鉱からなる．マトリックスは強く溶結

したガラス片と少量の結晶破片とからなり，まったく脱

ガラス化していない．石質岩片として径1－2cm程度の流

紋岩溶岩および溶結凝灰岩（変質）・砂岩・チャートな

どが含まれる．

　なお，高山盆地で本岩に対比される上野溶結凝灰岩

（松本・高山団研，1973）の時代は，逆転磁化を示すこと

から更新世前期とされているが，それに関するくわしい

資料は公表されていない．

　2．3玄武岩
　御岳山の西麓および南麓に分布する玄武岩溶岩は，御

岳火山の溶岩より高位（古期）の地形面をつくって分布

している．本岩分布の南限である岐阜県坂下町付近で

は，この溶岩は上野火山（SAMEsHIMA，1955）とよば

れ，土岐砂礫層（鮮新世後期または更新世前期）をおお

っている．土岐砂礫層中にも玄武岩の礫が含まれること

から，玄武岩の噴出は同層堆積の末期からはじまり，そ

の後にひきつづいた，と考えられている（山田・村山・

19581河田，1961三恵那団研グループ，1966）・しかし，

土岐砂礫層の時代の上限が未確定のため，本岩の生成年

代も未確定である．この岩石が逆転磁化を示すことはす

でに報告されている（恵那団研グループ，1966）が，採

取地点等は明示されていない．柴田・山田（1977）は，

坂下町小野沢産の玄武岩のK－Ar年代（全岩）測定をお
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こなったが，大気中の40Arの混入が98％にも達するた

め，正確な値ば求められなかった．しかし，どんなに古

くみつもってもLlm．y。より古くなる可能性は小さい

ものとみられる．

　坂下町小野沢の玄武岩溶岩（Nos。10－13）

　坂下町宮ノ洞より小野沢に下る道路ぞいにかなり連続

して露出する溶岩の一部で，水平ないし，緩傾斜の板状

節理がよく発達する．これより約150m北西の地点に

は，本溶岩の下位層である“クサリ礫層”　（土岐砂礫層

相当）が露出している．本岩は灰色を呈し，緻密・新鮮

である．斑晶はかんらん石および斜長石からなり，かん

らん石斑晶は輝石の反応縁を有している．石基は斜長石

・単斜輝石・斜方輝石・磁鉄鉱および少量のガラスから

なる．磁性測定試料は上記の年代測定試料と同一の地点

で採取したものである．

　小坂町オコズリ谷林道の玄武岩溶岩　（Nos．14－16）

　小坂川支流の小黒川上流地域に，玄武岩溶岩が濃飛流

紋岩および花嵐斑岩類を不整合におおって，かなり広く

分布している．玄武岩の基底面の地形は海抜900－1，500

mの範囲で著しく起状に富んでいる．試料を採取したの

は林道ぞいの海抜約1，300mの露頭で，これより高度10

身Om下に玄武岩と濃飛流紋岩との不整合面が存在する．

緩傾斜の板状節理がよく発達し，岩石は灰色を呈し，緻

密・新鮮である．斑晶はかんらん石のみからなり，輝石

の反応縁を有する．石基は完晶質で，斜長石・単斜輝石

・斜方輝石および磁鉄鉱からなる．

3．測定方法

　採取した岩石試料は，室内において，まず方位を復元

したのち，1”φ×1”のテストピースに整形した．1個の

採取試料からテストピース3個をとり，そのすべてを使

用して，密度（自然乾燥状態），磁化率および自然残留磁

気（NRM）を測定した．

　磁化率（κ）の測定に使用した器械は，Bison社の3101

型磁化率計であり，その分解能はみかけの磁化率として，

1×10－6emu／ccである．テストピース3個をつなぎ，

1”φ×3”のコァとして測定した．

　NRMの場合は，個々のテストピースについてPAR

社のSM－1型スピンナー磁力計を用い，磁化の強さ（Jr）

と方向（Dと1）を測定した．その分解能は，磁気モー

第2表　岐阜県東部の更新世火山岩類の密度・磁化率および自然残留磁気

Density，magnetic　susceptibility　and　n飢ural　remanent　magnetization　ofsome

Pleistocene　volcanic　rocks丘om　the　eastem　part　of　Gifu　I》re恥cture。

Sample　No。

（1）74032901

（2）75081402－A

（3）75081402－B

（4）75081402－C

（5）75091512－A

（6）75091512－B

（7）75091511－A

（8）75091511－B

（9）　75091511－C

（10）74031305

（11）75081403－A

（12）75081403－B

（13）75081403－C

（14）75091302－A

（15）75091302－B

（16）　75091302－C

ROCk　name（LOC＆lity）

Dacitic　welded　tuff

　（Takayama）

Dacitic　welded　tuff

　　（Niukawa）

Andesitic　welded　tuff

　　（Niukaw司

Basaltlava

（S＆kashita）

B盆salt　la，va

（Osaka）

（gπc、（占澱）（剖9）qn（d亀）（d哉）ん撫）

2．20

2．24

2．30

2．27

283　　　　1390　　　11

278　　　　1330　　　10

297　　　　1490　　　11

254　　　　1410　　　12

50

48

31

35

十54　　　　141　　　10

十52　　295　　7

十60　　544　　5

十54　　　2647　　　　2

2．19　　　54：1　　　2690　　11　　　　14　　　一ト46　　　215　　　8

2．14　　　　344　　　　1410　　　　8．7　　　40　　　十68　　　1048　　　　4

2．52

2．51

2．51

1420　　　12800　　　20　　　　184　　　－49　　　1349　　　　3

1270　　　　7390　　　12　　　　178　　　－62　　16092　　　　1

1260　　　　8360　　　14　　　　191　　　－53　　　　127　　　11

2．76

2．77

2．76

2．69

852 6671．7177－631779
757　　　　1000　　　　2．8　　189

831　　　　576　　　1．5　　174

771　　　　300　　　0．8　　91

一71　1448　　3

－72　　212　　9

－65　　　13　35

2．86

2．87

2．82

880　　　　609　　　　1．4　　194　　　－24　　　　　54　　　17

832　　　25400　　　66　　　　262　　　－26　　　3632　　　　2

934　　　7940　　　18　　　　81　　　十12　　　2941　　　2

Remarks

｝
　D＝41。
　1＝十570
　ん　＝163

　α95＝4。

｝
　D＝1850
　1ニー550
　ん　＝74
　α95＝6Q

σ　dens圭ty

虚　　　magnetic　suscept孟bility

Jr　intensity　ofnatural　remanent　magnetization（NRM）

Qn　ratio　ofnatural　remanent　and　induced　magnetization

DdeclinationofNRM
I　　inclination　of　NR。M

κ　precision　parameter

¢95　circ互e　of　confidence
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メントの値として，1×10－6emuまでである．

4。測定結果と考察

　今回の実験で得られた密度・磁化率および自然残留磁

気の測定結果を第2表に示した．数値はいずれもテスト

ピース3個の平均値である．

　これらの計算はすべて地質調査所の電算機丁OSBAC－

3400／51を用いておこない，また計算結果のシュミット・

ネットヘの投影も，同電算機付属のカーブ・プ』ロッタを

使用した．プログラム作成にあたっては，地質調査所電

算機利用グループによって開発され，ライブラリーとし

て登録されているサブルーチンのうち，タイトル出力の

ために・「IDENTルーチン」（中塚，1976b）を，またカー

ド入力のために「CARDINルーチン」・「ATYPEルー

チン」およびrFTYPEルーチン」（中塚，1976a）を利用

した．

　4．1密　度（σ）

測定値は，2・14－2。879／ccの範囲にまたがっている

が，およそ2・6g／ぐcを境に，溶結凝灰岩と玄武岩とに分

けられる．溶結凝灰岩のうちでは，デイサイト質の岩石

が2・1－2・3g／cc，安山岩質の岩石が約2・5g／ccの値を示

し，組成のちがいに対応している．

　4。2磁化率（κ〉
　最低約2・5×10－4emu／ccから，最高約L4×10－3emu／

ccまでの値を示し，この間におよそ6倍の開きがある．

溶結凝灰岩の磁化率は，安山岩質の岩石がデイサイト質

TA　K　AYA　M　A N　I　U　KAWA

N

× 4
　⑳　　　㊥2
3働轡

1

N

X
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⑭6

9
P

P8

70

SAKASHITA OSAKA

N

×

13

l　Io
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× 一E
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×

EGr†hもpresen†fie1d
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亀
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　　　　　第2図　岐阜県東部の2，3の更新世火山岩類の自然残留磁気の方向

Direction　of　natural　remanent　magnetization　ofsome　Pleistocene　volcanic　rocks　fyom　the　eastem　part　of

Gifh　Prefbcture．

53一（691）



地質調査所月報（第28巻第10号）

のものよりも著しく高く，顕微鏡下でみとめられる強磁

性鉱物の含有量のちがいによく対応している．玄武岩の

磁化率は，斉藤ほか（1974）による一般的な値に比べる

と，やや低目の値である．

　4、3　自然残留磁気（園RM）の強さ（糞）

　測定値の分布の幅は，磁化率よりもさらにひろがり，

最高値と最低値の比はおよそ80に達している．第2表の

qn値からもよみとれるように，今回の試料のNRMは

かなり大きなものであり，とくに溶結凝灰岩では，感応

磁化（Ji＝κTo，ただしToは地球磁場の全磁力）のおよ

そ10－20倍のNRMをもっている。玄武岩のqn値は，

およそ1－66となり，変化の幅が非常に大きい．しかし，

これは小坂町で採取した2個の例外的試料によるもので

ある．後に行った交流消磁テストの結果（第3表）によ

れば，これらの試料（Nos・15－16）には，異常に大きな

二次磁化が付加されており，ピーク値1000eの交流磁場

によって，はじめの値のおよそ90％の磁化が失われるこ

とが明らかにざれた．したがって，このような不安定な

二次磁化を除いたうえでの玄武岩のqn値は，溶結凝灰

岩に比べていくぶん小さな値（1－7）をとるものとみなさ

れる．

　酸性一中性の溶結凝灰岩が，それよりも明らかに強磁

性鉱物の含有量に富む玄武岩よりNRMが大きく，また

qn値も大きい（ただし，初生の磁化にかぎる）ことの

理由は，おそらく，主として強磁性鉱物の粒度の差にも

とづくものと思われる．すなわち，今回測定した玄武岩

は完晶質あるいはほとんど完晶質であるのに対して，溶

結凝灰岩は多量の火山ガラスを含み，その中におそらく

顕微鏡下でも同定できないようなきわめて微粒の強磁性

鉱物が存在していると推定され，それらが岩石の冷却時

により有効に熱残留磁気を獲得したのであろう．

　4・4　自然残留磁気（N鼠M）の方向

　NRMの方向，すなわち偏角（D）と伏角（1）の測定結

果については，第2表の数値のほかに，これを採取地別

にシュミット・ネットに投影し，第2図に示した．

　これによると，表題の火山岩類のNRMの方向は，デ

イサイト質溶結凝灰岩が示す正常磁化（normal）と，安

山岩質溶結凝灰岩および玄武岩溶岩が示す逆転磁化

（reversed）とに大別できる．

　正常磁化の方位は，r高山」のデイサイト質溶結凝灰

岩で代表されるように，D＝41。，1＝＋57。（Nos・2－4，

3個の平均）となり，更新世の岩石としては，かなり東

に偏した方向を示している。すなわち，この値から単純

にvirtual　geomagnetic　pole（VGP）を試算した場合は，

151QW，57。N（アラスカ南方海上）となり，これは，従

来の古地磁気学的研究の結果（たとえば，NAGATA6麺」。，

19595笹嶋・島田，19661安川・中島，1974）によれ

ば，白亜紀の磁極の位置にあたる．「丹生川」のデイサ

イート質溶結凝灰岩（Nos・5－6）に関しても，ほぼ同様な

ことがいえる。

　　　　　　　第3表交流消磁の結果
　　　　（測定は3個1組の試料のうち1個についてのみ行った）

　　　　　　Results　of　the　a。£demagnetization

J〆，D’and　I，indicate　the　intensity，declination　and　inclination　of

remanent　magnetization，respectively，after　Hmax＝1000e　demag－
netization．

Sample　No。
Jr・106

（emu！CC） DIJ〆・106D／1ノ（deg．）　　（deg．）　　（emu／cc）　　（deg．）　　（deg．） Rem：arks

（2）75081402－A－1 15，700 53 十53 14，600 46 十52　　　stable

（5）75091512－A－1

（6）75091512－B－1

1，630

1，330

4
47

十44

十66

1，510

1，180

1
50

十45　　　stable

十67　　　stable

（7）75091511－A－1 12，800 186 一48 13，300 186 ＿49　　　stable

（11）75081403－A－1

（12）75081403－B－1

（13）75081403－C－2

14，400

　　493

　　131

196

184

98

一70

－77

－42

13，400

　　445

　　179

216

173

155

一84

－71

＿44

（14）75091302－A－1

（15）　75091302－B－1

（16）75091302－C－1

　553
25，600

3，290

203

260

81

一31

－24

十12

　332
2，700

　520

182

252

177

一45

－32

＿40
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　　　　　　　　　　　　　　第3図　交流消磁による残留磁化方向の変化

Fig．3　Change　in　the　direction　ofremanent　magnetization　with　progressive　a．£demagnetization2ノ，5’，6’．．

　　　indicates　the　direction　ofremanent　magnetization　after　Hmax＝1000e　demagnetization。

　この溶結凝灰岩の時代が白亜紀になるというようなこ

とは，地質学的にみて到底考えられない．また，この岩

石が，NRMを獲得したのち時計廻りの方向に400も回

転したということも，地質学的にありそうもないことで

ある。本論では，これらの岩石がNRMを獲得した時期

が，地球磁場の磁極（北極）が南から北へ反転する過程

の時期であったため，このように異常に東に偏した磁化

方位をもつにいたった，という可能性を指摘しておきた

い．

　っぎに，逆転磁化の試料の場合は，　r丹生川」の安山

岩質溶結凝灰岩で代表されるように，D＝1850，1二一

55。（試料Nos・7－9，3個の平均）の方向を示している．

これは，現在の地球磁場の方向（第2図の×印3Do＝

357。，Io＝＋4go）に対して，ほぽ反平行の方向であり，

対応するVGPの位置は，51。E，86。S（S極につV・て

は1290W，860N）となり，すでにNAGATA8∫α」．（1959），安
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川・中島（1974）によってあたえられた鮮新世一更新世

の磁極に近い値となっている．

　少数ながら，ほとんど東または西向きの偏角を示す試

料（Nos・13，15，16）については，交流消磁テストの結

果，これらはすべてきわめて不安定なNRMであること

が確かめられた（第3表・第3図参照）・一例として・

r小坂」の玄武岩（No・16）の場合をのべると，はじめ

の磁化はD＝880，1＝＋12。であるが，250e程度の弱

い交流磁場で容易に上向きの伏角となり，1000eの消磁

後はD－184。，1＝一40。を示して逆転磁化試料の一般的

な方向に転じた．

　なお・火山岩類の生成年代とNRMの方向の関係1す

なわち古地磁気層序については，今回の試料のうち2個

については同位体年代測定の資料があり，これをCox

（1969）の地磁気極性年代表にあわせて考えれば，つぎ

のようになる。

　デイサイト質溶結凝灰岩

　K－Ar法によって0。63土0．25m．y。の同位体年代が得

られており（柴田・山田，1977），正常磁化を示すことか

ら，Brunhes　normal　epochの初期に生成した岩石と考え

られる．すでにのべたように，更新世の岩石としては著

しく東に偏しているので，Matuyamareversedepochか

らBrunhes　normalcpochにかけて磁極が移動した時期に

磁性を獲得した可能性がある．

　安山岩質溶結凝灰岩

　現在の地球磁場の方向とほぼ反平行の逆転磁化を示す

ことから，Matuyama　reversed　epochに生成した岩石と

考えられる。層序的には，上記のデイサイト質溶結凝灰

岩の下位にあるが，両者の間に存在する侵食間隙の範囲

をどの程度に見積るかによって，Matuyamareversed

epochの末期，つまりJarami110normal　event以後の反

転期（0・69－0・89m・y・）に生成したと考えるか，Jar－

amillo　normal　event以前の反転期（0・95m・y・以前）に生

成したと考えるかに分かれる．ここでは，安山岩質溶結

凝灰岩とデイサイト質溶結凝灰岩とが，その間に顕著な

休止期をはさみながらも，全体として高原火山岩類とし

て包括しうる一連の火山活動の産物であるという観点か

ら，第1の考え方をとりたい．

　玄武岩溶岩

　すでにのべたように，本質的にはすべて逆転磁化の方

位を示しており，Matuyamareversedepochに生成した

岩石とみなされる．年代測定では1・1m・y・より古くな

る可能性は小さい．一方上記の溶結凝灰岩類（高原火山

岩類）との直接的な層序関係は知られていないが・それ

らよりも古い時期に生成したと考えるのが妥当のようで

ある（たとえば，岐阜県，1970）・これらのことから，本

岩は，Matuyamareversedepochのうち，Jaramillonor－

mal　event以前の反転期の比較的新しい時代　（0・95－L　l

m・y・）に生成した可能性が大きい．

5。ま　と　め

　1）岐阜県東部の5カ所から，更新世の高原火山岩類

（主に溶結凝灰岩）および上野玄武岩（溶岩）の定方位試

料（16個）を採取し，密度・磁化率および自然残留磁気

（NRM）を測定した．また，そのうちの若干の試料につ

いて交流消磁テストをおこない，NRMの安定性を検討

した．

　2）高原火山岩類は，上位のデイサイト質溶結凝灰岩

（K－Ar年代は0・63士0・25m・y・〉と下位の安山岩質溶結

凝灰岩に区分されるが，NRMの方向は前者が正常磁

化，後者が逆転磁化で，それぞれ，Brunhes　normal　ep－

och，Matuyama　reversed　epochに対応するものと思われ

る（Fig．2，TAKAYAMA，NluKAwA）．しかし，前者

のNR．Mの方向は，更新世の岩石としては著しく東に偏

しており，地球の北磁極が南から北へ移動する過程で生

成したことを示している可能性がある．

　3）上野玄武岩およびその類似岩のNRMの方向は，い

ずれも明瞭な逆転磁化を示す（Fig・2，SAKASHITA）

OSAKAおよびFig・3参照）・全岩のK－Ar年代や地質

学的推定を加えると，本岩は，Matuyama　reversed　ep－

ochのうち比較的後期（1m・y・前後）に生成したもの

と考えられる．
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